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【新型コロナウイルス感染症患者の入院病床、指定の特徴】

• 令和2年の夏時点ですでに、指定病床がほぼ最終形

• 病院規模の医療機関は、ほぼすべて入院受入医療機関

• 他圏域と比較して、人口当たりの中等症病床は多いが、重症病床は少ない。

県北（津山・英田+真庭圏域）における新型コロナウイルス感染症に係る対応について

県南東部 県南西部 県北

中等症病床 19.4 25.0 41.0

重症病床 4.4 2.9 1.8

※ 上記病床については、右記の通り計算 【圏域の病床数各圏域の人口×10万】
人口については、令和2年国勢調査を参考
精神・透析専用病床は除いて計算

三圏域ごとの人口10万人当たり病床数の比較

津山・英田+真庭圏域 重症病床：4床 中等症病床：89床



• COVID19に係る国内と岡山県の疫学

(死亡割合の推移)

• 感染拡大初期から現状に至るまでの取り組みと経過

(入院病床ひっ迫時を中心に)

• オミクロンの現状と課題

※地域医療構想の会議であることから、入院病床という観点で、

この2年で起きた概要を報告し、議論いただくものであり、

コロナ対応の総括ではないことをご理解ください

＜地域医療構想調整会議＞ 新型コロナウイルス感染症振り返り内容について



第86回（令和４年６月１日）
新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボードより抜粋

新規死亡者数（人）



新型コロナウイルス感染症対応に関する有識者会議より抜粋（ 2022年5月20日）
新型コロナウイルス感染症対策分科会会⻑尾⾝茂
アドバイザリーボード座⻑脇田隆字



重症者・新規陽性者の推移

岡山県の死亡割合
第4波：1.65%
第5波：0.25%
第6波：0.14%



(1976～)

(1977～)
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(2009)

• エボラ出血熱

• 鳥インフルエンザ（H5N1）のヒト感染

• 重症急性呼吸器症候群 SARS

• 新型(パンデミック)インフルエンザ※

• Middle Eastern Acute Respiratory Syndrome:MERS

• 鳥インフルエンザ（H7N9）のヒト感染

• 野生型ポリオ流行

• エボラ出血熱

• ジカウイルス感染症

• 新型コロナウイルス感染症（COVID19）

(2012～)
(2013～)
(2014～)
(2014～)
(2015～)
(2019～)

※2009年6月11日、WHOがパンデミックフェーズ６宣言

新型インフルエンザ
対策ガイドライン

新型インフルエンザ等
対策特別措置法

新型インフルエンザ等
政府行動計画

対策ガイドライン

ガイドライン改定

世界の感染症動向と日本での対応について



【国内発生早期】
感染拡大を止めることは困難であるが、流行のピークを
遅らせるため、引き続き、感染対策等を行う。

国内発生した新型インフルエンザ等の状況等により、緊
急事態宣言を行い、積極的な感染対策等をとる。

新型インフルエンザ等対策ガイドライン
(2013年6月26日)
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日目

101床

150床

250床

200床

フェーズ1 フェーズ4

基準日

フェーズ3フェーズ2

直近１週間における

10万人当たり

新規感染者数が

2.5人を超える

フェーズ２の準備病床

を即応病床に転換開始

(稼働病床 20床)

フェーズ３の準備病床

を即応病床に転換開始

フェーズ4の準備病床

を即応病床に転換開始

70



第1回新型コロナウイルス感染症対応に関する有識者会議
(令和4年5月11日)

第1波 第2波 第3波 第4波 第5波 第6波



入院患者数・重症患者数の推移(2021年 アルファ-デルタ-オミクロン)
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これまでの感染拡大の中で、いわゆる第4波の際に、最も病床ひっ迫が生じた。
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ほぼ満床に近い病床稼働率
必要な患者がすみやかに入院出来ない状況

病床使用率の推移
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入院患者数

7日間

20日間

26日間

18日間

27日間

32日間

総感染者 ：4897人
60歳以上割合：約25％
総入院者 ：1126人

（入院率:3-4割)
入院期間 ：12.6日
重症化割合：約 3%
死亡割合 ：1.65％

新規感染者数

総感染者 ：7504人
60歳以上割合：約5％
総入院者 ：1054人

(入院率:1.5-２割)
入院期間 ：9.2日
重症化割合 ：約１%
死亡割合 ：0.25％

入院患者数・重症患者数の推移(2021年 アルファ-デルタ)
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新規陽性者数と入院療養患者数の推移

新規陽性者数 入院療養中患者数

県南から県北への入院搬送

10万人あたりの直近1週間の発生数 １５ ２０ ３０ ４５

自宅療養最大900人程度

重症患者でも
転院調整待機

自宅からの心肺停止搬送発生
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救急夜間搬送入院多発期間

第4波における新型コロナ患者の大規模発生に伴う影響（県南での救急搬送事例の増加）

南東部85%

南西部105%



・新型コロナ患者を受入れる医療機関（以下「受入医療機関」という。）における新型コロナ患者対応として県が指定した病床（以下「指定病床」という。）に

ついて、保健医療圏を次のように区分した場合、県南東部及び県南西部は一時80%を超える病床稼働率となり、圏域を超えた入院調整を余儀なくされた。

【圏域区分】

県南東部：県南東部保健医療圏

県南西部：県南西部保健医療圏、高梁保健医療圏

県北：津山・英田保健医療圏、真庭保健医療圏
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入院先圏域

患者発生圏域

指定病床以外の

病床での患者受入

■圏域別 中等症以下の病床稼働率 ■圏域別 圏域を超えた入院調整件数（2021.4～5）

第4波における新型コロナ患者の大規模発生に伴う影響（圏域を超えた入院調整）

県南東部 県南西部 県北

県南東部 33 25

県南西部 22 13

県北 0 0
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434床
489床

55床

58床

68床

4月1日 5月28日 8月5日

中等症以下 重症

412床

492床
557床

●第4波の感染拡大をうけて、県から医療機関へ要請

・新型インフルエンザ等対策特別措置法第24条第９項の規定に基づく要請

・各医療機関への個別要請通知、訪問、オンライン会議等での要請

第4波途中で80床増床、第5波までに65床増床

新型コロナウイルス感染症患者 入院病床の増床経過



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

5/5 5/19 6/2 6/16 6/30 7/14 7/28 8/11 8/25 9/8 9/22 10/6 10/20 11/3 11/17 12/1 12/15 12/29 1/12 1/26 2/9 2/23 3/9 3/23

入院者 自宅療養

岡山県における第４波～第６波の療養状況

最大入院者数：383名

最大自宅療養者数：5536名

第６波

・オミクロン株による第６波では、過去最大の新規患者発生規模となった。軽症患者が多く、自宅
療養者数（施設療養者含む）が爆発的に増加した。

最大入院者数：270名
最大自宅療養者数：1311名

第5波

最大入院者数：348名
最大自宅療養者数：814名

第4波

Alpha

Delta

Omicron



新型インフルエンザ等対策ガイドライン
(2013年6月26日)

• 検疫でのウイルスの国内進入を阻止

• 地域発生早期には、積極的に封じ込め(疫学調査、入院措置)、感染拡大を抑制

• 地域感染期以降は、感染拡大を止めることは困難であり、対策の主眼を拡大防止
から被害軽減に切り替える。感染症法に基づく隔離、健康観察、入院措置は実施
しない。被害軽減策が困難となれば、積極的疫学調査は縮小・中止。

• 軽症者については原則自宅療養とし、重症者は入院治療とする。

• 自宅療養に対する往診、訪問看護等については、重症患者の診療に従事しない医
師等が積極的に関与することが望まれる。


